
司

戦
前
期
日
本
に
お
け
る
聖
火
り
レ

1

一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
再
考
の
手
が
か
り
と
し
て
ー

一
は
じ
め
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映
画
(
市
川
岸
監
督
)
は
、
オ
リ
ン

ポ
ス
の
丘
で
採
火
さ
れ
た
聖
火
が
日
本
へ
向
か
う
シ
ー
ン
か
ら
始
ま

る
。

多
く
の
人
々
の
手
か
ら
手
へ
り
レ
ー
さ
れ
、
エ
ー
ゲ
海
を
、
果
て

し
な
い
亜
執
帯
の
陽
炎
の
中
を
、
シ
リ
ア
砂
漠
を
、
イ
ラ
ン
高
原

を
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
運
ぱ
れ
る
聖
火
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の

火
か
初
め
て
通
る
国
々
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
火
が
初
め
て
東
洋
に

来
る
そ
の
意
味
を
深
く
老
え
る
人
、
お
祭
り
騒
ぎ
で
迎
え
る
人
、

素
直
に
喜
ぶ
人
。
私
た
ち
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
世
界
の
平
和
を

願
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
人
聞
が
人
問
と
し
て

全
く
平
等
で
あ
ろ
う
と
す
る
信
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

つ
て
い
る
。
だ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
象
徴
で
あ
る
聖
火
を
祝
福

す
る
。

聖
火
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
神
聖
さ
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
い

う
需
は
、
今
日
で
は
広
く
共
有
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
映
画
の
語
り

に
違
和
感
を
抱
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
聖
火
り
レ
ー
は
、

現
在
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
時

に
は
競
技
以
上
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
を
表
象
し
て
い
る
。
し
か

し
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
灯
さ
れ
た
火
が
「
聖
火
」

と
呼
ば
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
、
つ

に
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
平
和
の

祭
典
で
あ
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
創
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い
。

近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
起
源
は
西
洋
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
日
本
で

は
、
西
洋
文
化
と
日
本
の
伝
統
文
化
の
双
方
を
包
含
す
る
こ
と
で
は

浜
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じ
め
て
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
が
国
民
意
識
の
統
合
と
い
う
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
一
九
四
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
計
画
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
後
に
開
催
さ
れ

た
東
亜
競
技
大
会
や
神
宮
大
会
等
の
戦
時
下
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、

戦
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
大
会
、
国
民
体
育
大
会
に
至
る
ま

で
の
一
連
の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

が
聖
火
り
レ
ー
を
ど
の
よ
う
な
儀
式
と
し
て
意
味
づ
け
て
い
た
の
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
新
聞
記
事
や
大
会
報
告
書
を
分
析
し
、
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ベ
ン
ト
の
も
つ
意
味
の
多
層
性
と
葛
藤
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
は
、
日
本
各
地

で
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
上
の
大
事
件
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た

勺
〕

戦
前
の
日
本
で
は
、
聖
火
や
聖
火
り
レ
ー
の
社
会
的
意
味
は
不

、

定
形
で
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
物
栗
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
当
時
の
日
本
に
は
、
儀
礼
・
神
話
・
、
ン
ン
ボ
ル
に
ょ
っ

て
、
政
府
・
メ
デ
ィ
ア
・
民
衆
が
、
同
調
的
に
国
家
に
献
身
す
る
国

三
)

民
の
物
語
の
中
に
包
み
込
ま
れ
て
い
く
状
況
が
あ
り
、
聖
火
や
聖
火

リ
レ
ー
も
、
そ
う
し
た
総
力
戦
体
制
の
シ
ン
ボ
ル
や
儀
礼
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
は
、

一
九
三
0
年
代
後
半
以
降
の
日
本
独
自
の
聖
火
り
レ
ー
の
歴
史
と
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
自
体
の
聖
火
り
レ
ー
の
歴
史
の
重
層
性
の
上
に

成
立
し
て
い
た
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
戦
前
期
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
い
わ
ば
日
本
の
新
し

通
過
儀
礼
の
古
典
的
図
式
に
あ
て
は
め
る
な
ら
ぱ
、
オ
リ
ン
ポ
ス

の
丘
か
ら
始
ま
る
聖
火
り
レ
ー
は
、
「
『
通
常
の
生
活
』
か
ら
の
分
雛

{
3
〕

儀
礼
」
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
が
行
わ
れ
る
神
聖
な
時
間
の
到
来

を
告
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
聖
火
り
レ
ー
等
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

儀
式
的
要
素
は
、
初
期
の
大
会
で
は
未
完
成
で
、
開
会
式
に
お
い
て

入
場
行
進
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
讃
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
0
八

〔
4
)年

、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
旗
掲
揚
、
選
手
盲
吾
鳩
を
用
い
た
演
出
が
始

(
5
)

ま
っ
た
の
は
一
九
二
0
年
で
あ
っ
た
。
聖
火
が
初
め
て
ス
タ
ジ
ア
ム

に
登
場
し
た
の
は
一
九
二
八
年
、
聖
火
り
レ
ー
が
始
ま
っ
た
の
は
一

九
三
六
年
で
あ
る
。
ポ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
、
一
八
七
0
年
か
ら
一
九
一

四
年
の
西
洋
社
会
で
数
多
く
の
伝
統
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

政
治
的
伝
統
と
社
会
的
伝
統
を
結
合
し
た
伝
統
の
一
様
式
と
し
て
中

産
階
級
の
ス
ポ
ー
ツ
や
国
際
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

(
6
)

例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
聖
火
や
聖
火
り
レ
ー
も
、
近
代
に
な
っ
て
新

し
く
創
出
さ
れ
た
伝
統
と
し
て
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
ニ
ハ
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
会
時
に
は
、
新
し
く
創
ら

れ
た
伝
統
と
し
て
の
聖
火
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
解

二
創
ら
れ
た
伝
統
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

い
伝
統
と
し
て
聖
火
り
レ
ー
が
創
造
さ
れ
る
過
程
を
、
六
四
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
験
の
基
盤
の
一
部
が
形
成
さ
れ
た
時
期
と
し
て

み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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釈
す
る
枠
組
み
は
、
欧
州
で
も
社
会
的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
は
い

い
が
た
か
っ
た
。
大
会
公
式
報
告
書
に
は
、
聖
火
に
関
す
る
記
述
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
輝
く
マ
ラ
ソ
ン
塔
と
ス
タ
ジ
ア
ム
広
場
(
↓
=
ゆ

{
7
)

=
一
仁
ヨ
ヨ
N
区
§
岳
牙
倉
↓
0
乏
曾
曾
斗
仂
甜
ル
三
ヨ
仂
ρ
§
巴
」
と

説
明
さ
れ
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

(
0
マ
ヨ
旦
δ
辻
貫
ゆ
＼
§
今
)
」
と
い
、
つ
一
言
い
方
は
見
当
た
ら
ず
、
主

催
者
側
で
も
こ
の
新
し
い
演
出
の
意
味
づ
け
が
暖
昧
な
ま
ま
で
あ
っ

た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

日
本
人
の
間
に
も
、
今
日
聖
火
と
呼
ぱ
れ
る
演
出
を
特
別
な
も
の

と
し
て
解
釈
す
る
枠
組
み
は
、
ニ
ハ
年
大
会
時
に
は
な
か
っ
た
。
日

本
選
手
団
の
報
告
書
に
は
、
競
技
場
に
つ
い
て
の
器
の
中
に
、
「
此

の
塔
(
引
用
者
注
一
マ
ラ
ソ
ン
掛
の
最
頂
端
に
は
煙
を
は
く
台
脚

が
造
ら
れ
、
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
競
技
開
催
中
は
日
夜
火
を
燃
き
遠
く
か

ら
煙
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
此
れ
は
希
臘
の
オ
リ
ム
ピ
ア
競
技
に

(
8
)

於
け
る
古
式
に
則
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
聖
火
へ
の
言
及

は
他
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
聖
火
が
日
本
選
手
団
に
特
別
に
強
烈
な

印
象
を
与
え
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
新
聞
で
も
、
こ
の
頃
に

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
報
道
量
が
か
な
り
増
え
て
い
る
が
、
『
東

京
日
日
新
聞
』
(
以
下
、
『
東
日
』
)
に
「
ス
タ
ヂ
ア
ム
の
一
端
に
聳

〔
9
〕

ゆ
る
マ
ラ
ソ
ン
塔
か
ら
白
煙
揚
り
」
と
あ
る
だ
け
で
、
『
東
京
朝
日

新
聞
=
読
売
新
聞
』
(
以
下
、
『
東
朝
』
『
読
売
』
)
の
開
会
式
の
記

事
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
塔
の
火
へ
の
言
及
は
な
い
。

三
二
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
は
、
日
本
の
新
聞
で
も
、
「
か
が

り
火
」
や
「
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
ト
ー
チ
」
と
い
う
言
い
方
で
は
あ
る
が
、

聖
火
に
関
す
る
記
事
や
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
西
暦

紀
元
前
七
百
七
十
六
年
の
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
を
忍
ば

(
m
)

せ
る
に
十
分
」
等
、
そ
れ
に
関
す
る
記
者
の
感
想
も
み
ら
れ
る
。
た

だ
、
報
道
量
は
小
ノ
な
く
、
聖
火
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
由
来
す
る
こ
と

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
神
聖
さ
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
一
般

の
人
々
は
漠
然
と
し
か
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日

本
、
朝
鮮
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
共
通
し
て
火
祭
り
の
儀
礼
が
み

(
Ⅱ
)

ら
れ
る
よ
う
に
、
火
に
一
定
程
度
の
神
聖
さ
を
見
出
す
の
は
普
遍
的

だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
灯
さ
れ
た
火
を
指
す
言
葉
と

し
て
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
「
か
が
り
火
」
は
、
通
常
生
活
か
ら
分

離
さ
れ
た
祝
祭
空
問
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
よ
り
は
、
日
常
的
な
火
と

い
う
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
見
出
し
の
中
に
、
「
か
が
り
火
」
や
「
オ

リ
ム
ピ
ツ
ク
ト
ー
チ
」
と
い
っ
た
一
言
葉
が
登
場
す
る
こ
と
も
小
ノ
な
く
、

例
え
ぱ
、
『
東
朝
』
の
開
閉
会
式
の
記
事
見
出
し
を
飾
っ
た
の
は
、

五
輪
旗
の
掲
揚
・
下
降
で
あ
り
、
聖
火
の
点
灯
・
消
滅
で
は
な
か
っ

ナ

聖
火
り
レ
ー
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
で
開
催
さ
れ

た
三
六
年
べ
ル
リ
ン
大
会
で
あ
る
。
り
レ
ー
の
形
式
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
ょ
っ
て
、
聖
火
の
意
味
は
、
り
レ
ー
の
ル
ー
ト
や
そ
れ
を
運

ぶ
人
々
と
の
関
係
で
創
り
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
の
聖
火
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は
、
三
0
七
五
人
の
走
者
に
ょ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
エ
コ
ス
ロ

、ノ

バ
キ
ア
、
ド
イ
ツ
と
十
一
日
問
か
け
て
運
ば
れ
、
開
会
式
で
ス
タ
ジ

ア
ム
の
聖
火
台
に
点
火
さ
れ
、
大
会
会
期
中
の
十
六
日
問
燃
え
続
け

口
)た

。
組
織
委
員
会
の
考
案
し
た
各
国
の
首
都
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
は
、

一
九
三
四
年
秋
に
各
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の

後
走
者
の
速
度
や
ト
ー
チ
の
開
発
等
の
緻
密
な
計
画
が
立
て
た
上

で
実
行
に
移
さ
れ
た
。
聖
火
り
レ
ー
に
は
、
ド
イ
ツ
放
送
会
社
な
ら

び
に
べ
ル
リ
ン
大
会
巽
映
画
撮
影
班
が
同
行
し
、
通
過
地
で
は
真

(
口
〕

夜
中
で
あ
っ
て
も
全
住
民
が
聖
火
を
出
迎
え
た
と
い
う
。
聖
火
リ

レ
ー
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
連
続
性
を
示
す

仕
掛
け
と
し
て
公
式
姦
味
づ
け
ら
れ
、
こ
の
タ
テ
マ
エ
が
、
ド
イ

ツ
人
の
み
な
ら
ず
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
や
通
過
国
の
支
持
を
獲
得

し
た
と
い
ぇ
る
。
た
だ
、
こ
の
聖
火
り
レ
ー
は
、
ド
イ
ツ
で
は
二
重

三
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
ア
ー
リ
ア
人
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の

子
孫
と
考
え
る
ナ
チ
ス
に
と
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
か
ら
べ
ル
リ
ン
ヘ

の
聖
火
り
レ
】
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
ド
イ
ツ
の
文
化
的
連
続
性
を

(
N
〕

世
界
に
示
す
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ナ
チ
ス
の
イ
ベ
ン
ト

一
巧
)

で
は
、
松
明
行
進
が
象
徴
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
て
い
た
。

こ
の
聖
火
り
レ
ー
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
『
東
朝
=
東
日
=
読

吉
儿
』
の
全
て
が
、
オ
リ
ン
ピ
ア
で
の
採
火
式
、
主
要
都
市
の
通
過
、

開
会
式
で
の
聖
火
台
へ
の
点
火
、
閉
会
式
で
の
消
滅
等
の
出
来
事
を

報
道
し
た
。
聖
火
り
レ
ー
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
の
関
係
で
説
明

し
寵
事
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
見
出
し
や
写
真
で
聖
火
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
道
に
お
け
る
聖

火
の
重
要
性
は
増
し
た
と
い
ぇ
る
。
ま
た
、
三
二
年
大
会
時
に
一
般

的
で
あ
っ
た
「
か
が
り
火
」
に
代
わ
り
、
「
聖
火
」
や
「
炬
火
」
と

つ
た
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
「
聖
火
」
と
い

い、
つ
言
葉
の
普
及
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
地
か
ら
り
レ
ー
さ
れ
、
大

会
期
問
中
、
聖
火
台
に
灯
さ
れ
て
い
た
火
が
、
単
な
る
煙
や
か
が
り

火
で
は
な
く
神
聖
な
火
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ナ
チ
ス
は
、
開
幕
前
に
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
動
き
も
あ
っ
た
大
会

を
成
功
さ
せ
、
各
国
の
自
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
し
た
と
い

(
而
)

わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
、
施
設
・
設
備
の
豪
華
さ
、
挙
国
一
致
の

大
会
運
営
、
対
外
的
宣
伝
の
方
法
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
指
導
力
等
が
肯
定

的
に
報
道
・
報
告
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
は
、
四
年
後
の
東
京
大
会

介
〕

の
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
聖
火
り
レ
ー
も
、
ベ
ル
リ
ン

大
会
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
大
会
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン
大
会
の
頃
に
は
、
聖
火
は
、
現
地
で
取
材
を
す
る
記
者

だ
け
で
は
な
く
日
本
の
一
般
の
人
々
の
間
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
神

聖
性
を
付
与
す
る
特
別
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ベ

ル
リ
ン
大
会
開
幕
直
前
に
一
九
四
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
決
定
す
る
が
、
こ
の
ニ
ユ
ー
ス
は
、
「
一
九
四
0
年
オ
リ
ム
ピ
ツ
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ク
の
聖
火
は
は
じ
め
て
東
方
へ
海
を
渡
つ
て
行
く
、
ア
ジ
ア
の
東
京

(
玲
)

ヘ
ー
・
世
界
の
東
京
ヘ
ー
・
」
等
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
東
京
大
会
の
準
備
が
始
ま
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
東
京
へ

の
聖
火
の
物
理
的
移
動
は
、
必
ず
し
も
前
提
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

次
章
で
み
る
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
を
実
際

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
聖
火
り
レ
ー
の
意
味
づ
け
を
め
ぐ
つ

て
、
様
々
な
議
論
・
か
け
ひ
き
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

満
州
事
変
以
来
主
張
さ
れ
て
き
た
対
外
宣
伝
の
重
要
性
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
暄
伝
さ
れ
、
日
本
国
内
の
嘉
・
情
報
の
統
制
が
強
化
さ
れ

⑳

て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
政
府
で
は
、
帝
国
日
本
が
ア
ジ
ア
に
進

出
し
て
い
く
際
の
大
義
名
分
を
補
強
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
博
覧

会
・
国
際
会
議
等
の
開
催
や
雑
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
に
ょ
っ

て
、
日
本
に
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
対
外
的
に
形
成
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
特
に
一
九
四
0
年
合
主
紀
二
千
六
百

年
)
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
万
博
様
々
な
紀
元
二
六
0
0
年
零

事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
情
報
委
員
会
の
紀
元
二
六
0
0
年
に
関

す
る
宣
伝
方
策
大
綱
に
は
、
「
此
ノ
機
会
二
関
連
シ
テ
適
切
ナ
ル
宣

伝
ヲ
行
ヒ
、
真
ノ
日
本
二
対
ス
ル
国
民
ノ
自
覚
ヲ
強
化
シ
又
公
正
ナ

ル
日
本
ヲ
中
外
二
顕
示
シ
以
テ
国
カ
ノ
充
実
二
寄
与
シ
国
威
ヲ
宇
内

命
)

二
宣
揚
シ
テ
国
運
ノ
隆
昌
ヲ
期
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
あ
る
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
は
、
輸
出
拡
大
や
観
光
客
誘
致
に

よ
る
外
貨
獲
得
、
技
術
革
新
の
促
進
等
の
意
義
も
あ
っ
た
。
古
川
隆

久
に
ょ
れ
ぱ
、
一
九
四
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
万
博
の
計
画
は
、

紀
元
二
六
0
0
年
と
い
う
皇
室
ブ
ラ
ン
ド
を
表
向
き
に
は
掲
げ
な
が

ら
も
、
実
際
に
は
社
会
資
本
整
備
や
経
済
効
果
へ
の
期
待
を
背
景
に

罷
〕

展
開
し
て
い
た
。
東
京
大
会
決
定
を
う
け
、
日
本
放
送
協
会
は
、
「
ラ

(
2
)

ジ
オ
日
本
の
威
容
を
世
界
に
顕
示
す
べ
き
絶
好
の
機
会
」
と
し
て
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
開
発
に
あ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
界
は
、
地
元
開
催

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
べ
ル
リ
ン
大
会
以
上
の
成
績
を
日
本
選
手
が
お

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
運
動
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、

東
京
市
市
長
の
永
田
秀
次
郎
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
積
極
的
な
姿

勢
を
見
せ
始
め
た
一
九
三
0
年
頃
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
十
月
に
は
、

東
京
市
会
で
「
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
に
関
す
る
建
議
」

が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
一
九
三
二
年
七
月
の
1
O
C
総
会
で
東

京
市
長
の
正
式
招
請
状
が
受
理
さ
れ
た
。
四
0
年
大
会
は
当
初
は

ロ
ー
マ
で
の
開
催
が
有
力
だ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
主
張
は
、
最
終
的
に
1
O
C
委
員
ら
の
支
持翁

)

を
獲
得
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
直
前
に
、
東
京
で
の
開
催
が
決
定
し
た
。

日
本
に
と
っ
て
、
一
九
四
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、
政

治
的
に
も
、
経
済
的
・
社
会
的
に
も
意
義
の
あ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
政
治
的
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
が
進
め
ら
れ

た
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
八
年
は
、
対
外
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

三
一
九
四
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
計
画
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さ
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
発
展
を
志
向

す
る
各
界
の
照
準
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
ぇ
る
。

一
方
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
直
後
の
新
聞
は
、
一
般

国
民
の
レ
ベ
ル
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
消
費
文
化
の
中
で
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

禽
)

銀
座
を
通
る
と
五
輪
の
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
模
様
洋
装
の
女
の
子
が

五
人
、
軒
を
並
べ
た
商
店
の
飾
窓
で
は
、
ガ
ラ
ス
に
描
い
た
「
オ

リ
ム
ピ
ツ
ク
東
京
万
歳
」
 
1
気
の
早
い
デ
パ
ー
ト
で
は
も
う
オ
リ

ム
ピ
ツ
ク
便
箆
売
り
出
し
の
商
略
に
抜
け
目
な
い
、
浅
草
の
レ
ヴ

ユ
ー
の
楽
屋
裏
を
覗
く
と
、
汗
を
流
し
た
作
者
が
新
案
オ
リ
ム
ピ

ツ
ク
・
ス
テ
ッ
プ
の
創
作
に
夢
中
と
な
り
、
暑
い
舞
台
で
は
、
掛

合
万
歳
が
「
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
、
は
い
ー
・
」
と
や
っ

て
い
る
。

街
か
ら
街
へ
伝
は
る
号
外
の
鈴
の
音
に
点
綴
さ
れ
て
デ
パ
ー
ト

の
屋
根
の
下
、
劇
場
の
軒
、
オ
フ
ィ
ス
の
窓
に
翻
へ
る
五
輪
の
旗

露
〕

の
下
に
東
京
四
年
問
の
興
奮
の
初
ま
り
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
大
会
決
定
直
後
の
段
階
で
は
、
国
民
は
、
東
京
で
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
消
費
や
娯
楽
と
結
び
つ
け
て
捉
え
て
い
た
0

さ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
準
備
が
行
わ
れ
た
一

九
三
六
年
八
月
か
ら
一
九
三
八
年
七
月
ま
で
の
問
、
聖
火
り
レ
ー
の

実
施
を
め
ぐ
つ
て
は
、
複
数
の
案
が
存
在
し
て
い
た
。
中
村
哲
夫
は
、

招
致
段
階
で
は
、
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
と
い
う
主
張
と
紀

元
二
六
0
0
年
を
記
念
し
て
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
開
催
し
よ
う
と
い
う

主
張
が
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
く
、
と
も
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
招
致

運
動
の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
た
が
、
東
京
大
会
開
催
が
決
定
し

具
体
的
な
準
備
が
始
ま
る
と
紀
元
二
六
0
0
年
に
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を

開
催
す
る
こ
と
の
矛
盾
が
現
れ
て
く
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た

矛
盾
は
、
聖
火
り
レ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
、
聖
火
り
レ
ー
を
国
内
か
ら
実
施
す
る
案
と
し
て
は
、
宮
崎

県
か
ら
高
千
穂
峰
の
聖
火
を
推
す
声
が
挙
が
っ
た
ほ
か
、
宇
治
山
田

市
か
ら
も
聖
火
り
レ
ー
の
出
発
点
を
皇
大
神
宮
と
す
る
こ
と
を
求
め

靈

る
陳
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
『
東
朝
』
に
は
、
「
こ
れ
だ
!
東
京
大
会
の

表
徴
、
『
悠
久
の
聖
火
』
を
騎
し
日
向
か
ら
大
り
レ
ー
、
早
く
も
勃

然
た
る
運
動
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
新
聞
は
、
「
五
輪
を
象
っ
た
女
性
の
髪
型
を
「
初

〔
2
)

秋
の
流
行
」
と
紹
介
し
、
五
輪
マ
ー
ク
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
水
着
の

販
売
を
報
じ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
民
の
自
覚
を
強
化
し
、
国
威

を
発
揚
す
る
機
会
と
し
て
国
家
戦
略
の
中
で
需
さ
れ
て
い
た
が
、

皇
紀
二
千
六
百
年
に
当
り
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク

大
会
に
皇
祖
発
祥
の
地
た
る
宮
崎
か
ら
東
京
ま
で
千
五
百
キ
ロ
の

聖
火
大
距
離
り
レ
ー
を
決
定
せ
ん
と
予
て
ょ
り
宮
崎
県
学
務
課
で

ー
、
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立
案
中
の
と
こ
ろ
、
愈
々
具
体
案
を
得
た
の
で
県
内
学
務
部
長
の

名
を
以
て
先
づ
全
国
各
府
県
体
育
主
事
に
呼
び
か
け
国
家
的
事
業

と
し
て
実
現
の
猛
運
動
を
起
す
こ
と
と
な
つ
た
、
右
案
に
ょ
る
と

第
十
二
回
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
神
武
天
皇
御
東

遷
に
倣
ひ
聖
火
を
皇
祖
発
祥
の
地
日
向
か
ら
陸
路
東
京
に
運
ぶ
べ

く
関
係
各
府
県
か
ら
二
十
八
名
の
選
手
を
選
抜
十
四
日
間
で
走

破
し
全
コ
】
ス
を
第
一
日
宮
崎
延
岡
間
、
第
二
日
延
岡
別
府
間
、

第
三
日
別
府
門
司
問
、
第
四
日
門
司
下
関
防
府
間
、
第
五
日
防
府

広
島
問
、
第
六
日
広
島
尾
道
問
、
第
七
日
尾
道
岡
山
間
、
第
八
日

岡
山
神
戸
問
、
第
九
日
神
戸
京
都
間
、
第
十
日
京
都
岐
阜
間
、
第

十
一
日
岐
阜
豊
橋
間
、
第
十
二
日
豊
橋
静
岡
間
、
第
十
三
日
静
岡

小
田
原
問
、
第
十
四
日
小
田
原
東
京
間
に
分
け
一
区
間
平
均
百
十

キ
ロ
総
予
算
四
万
五
千
百
九
十
円
は
参
加
各
府
県
が
分
担
し
よ
う

西
)

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
記
事
で
は
、
一
九
三
年
に
日
本
が
初
め
て
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
に
参
加
し
た
時
の
選
手
の
一
人
で
あ
る
金
栗
四
三
の
コ
メ
ン

ト
を
引
用
し
て
、
聖
火
り
レ
ー
が
、
ド
イ
ツ
の
模
倣
で
は
な
く
、
日

本
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

聖
火
り
レ
ー
は
、
神
話
上
の
国
家
起
源
の
地
を
出
発
点
と
し
、
駅

伝
の
一
種
と
み
な
す
こ
と
に
ょ
っ
て
、
日
本
の
歴
史
的
文
脈
で
捉
え

な
お
さ
れ
、
国
民
精
神
作
興
に
寄
与
す
る
と
解
釈
さ
れ
た
。
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
を
神
聖
化
す
る
形
式
と
し
て
聖
火
り
レ
ー
を
認
識
し
つ
つ
、

神
聖
さ
の
起
源
は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
は
な
く
日
本
国
内
に
求
め
た
の
で

あ
る
。
東
京
大
会
の
聖
火
り
レ
ー
を
日
本
の
国
家
の
歴
史
を
辿
る
か

た
ち
で
実
施
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
紀
元
二
六

0
0
年
の
国
家
事
業
と
し
て
意
味
づ
け
よ
う
と
す
る
立
場
の
支
持
を

獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
海
外
か
ら
も
、
ア
テ
ネ
か
ら
の
聖
火
り
レ
ー
の
ル
ー
ト

兪
〕

と
輸
送
方
法
発
露
・
水
路
・
陸
路
等
)
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。
例

え
ば
、
瓢
塑
冗
』
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
評
論
家
の
壮
大

な
聖
火
り
レ
ー
計
画
を
報
じ
て
い
る
。

の
人
だ
け
で
な
く
地
方
の
人
々
も
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
の
関
心
を
深
め

国
民
精
神
を
作
興
す
る
と
い
ふ
点
で
大
い
に
意
義
が
あ
る
で
せ
う
、

ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
、
ド
イ
ツ
の
真
似
を
し
な
く
て
も

と
い
ふ
人
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
元
来
長
距
雜
を
一
人

い

、

又
は
数
人
で
走
る
こ
と
例
へ
ば
駅
伝
競
走
の
如
き
は
欧
米
よ
り
も

(
0
)

日
本
の
方
が
盛
ん
だ
つ
た
の
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
行
事
と
し
て
皇
祖
発
祥
の
地
日
向
か
ら
聖

火
り
レ
ー
を
行
ふ
こ
と
は
誠
に
結
構
な
こ
と
と
思
ひ
ま
す
、
東
京

炬
火
り
レ
ー
は
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ
ム
ピ
ア
か
ら
東
西
南
北
の
四
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方
へ
走
者
を
出
し
た
、
、
走
る
ば
か
り
で
な
く
飛
行
機
汽
車
、
汽

船
、
ス
キ
ー
、
自
動
車
、
自
転
車
等
場
所
に
ょ
つ
て
あ
ら
ゆ
る
交

通
機
関
を
利
用
し
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
旗
の
象
徴
す
る
世
界
の
五
大
洲

に
隈
な
く
聖
火
を
輝
か
さ
う
と
い
ふ
の
で
、
次
の
や
う
に
具
体
的

な
コ
ー
ス
ま
で
考
へ
て
ゐ
る

◇
東
へ
の
道
オ
リ
ム
ピ
ア
ー
コ
リ
ン
ト
ー
ア
テ
ネ
ー
ピ
レ
ウ

ス
湾
(
古
代
ギ
リ
シ
ャ
型
の
小
舟
で
渡
る
)
ー
エ
ー
ゲ
海
ー
ダ
ー

ダ
ネ
ル
ス
海
峡
ー
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
(
上
陸
)
ー
ト
ル
コ

ー
シ
リ
ア
ー
パ
レ
ス
チ
ナ
ー
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ニ
ア
ー
(
砂
漠
)

ー
イ
ラ
ク
ー
ペ
ル
シ
ア
ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ー
印
度
1
 
(
デ
リ
ー

か
ら
飛
行
機
で
ネ
パ
ー
ル
・
ブ
ー
タ
ン
を
超
え
世
界
の
尾
根
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
を
眼
下
に
見
て
)
ー
ビ
ル
マ
(
着
陸
)
ー
シ
ャ
ム
ー
印

度
支
那
1
支
那
1
黄
海
1
日
本

▽
若
し
次
回
大
会
に
ソ
ヴ
エ
ー
ト
が
参
加
す
る
や
う
に
な
れ
ぱ

シ
ベ
り
ア
横
断
も
考
へ
ら
れ
る

◇
西
へ
の
道
オ
リ
ム
ピ
ア
ー
ピ
ル
ゴ
ス
ー
ヨ
ナ
の
海
ー
イ
タ

リ
ー
(
上
陸
)
ゼ
ノ
ア
ー
ア
ル
プ
ス
越
え
て
ス
ヰ
ス
ー
ド
イ
ツ
ー

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
ー
ベ
ル
ギ
ー
ー
オ
ラ
ン
ダ
ー
イ
ギ
リ
ス
ー
大
西

洋
ー
カ
ナ
ダ
ー
太
平
洋
1
日
本

マ
こ
の
コ
ー
ス
の
第
二
案
と
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
入

り
フ
ラ
ン
ス
ー
大
西
洋
1
米
国
ー
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ー
太
平
洋
1
日

本

▽
同
じ
く
第
三
案
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
ー
ス
ペ
イ
ン
ー
ポ
ル
ト
ガ

ル
ー
大
西
洋
ー
メ
キ
シ
コ
ー
パ
ナ
マ
ー
太
平
洋
1
日
本

◇
南
へ
の
道
オ
リ
ム
ピ
ア
ー
ス
パ
ル
タ
ー
エ
ジ
プ
ト
ー
(
キ

ヤ
ラ
バ
ン
と
共
に
酪
駝
を
利
用
)
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
ー
飛
行
機
で
南

極
を
廻
り
豪
州
へ
上
陸
ー
ニ
ユ
ー
ギ
ニ
ア
ー
ボ
ル
、
不
オ
ー
フ
ィ
リ

ツ
。
ヒ
ン
ー
日
本

こ
の
コ
ー
ス
の
第
二
案
と
し
て
ア
フ
り
力
1
南
米
ー
ニ
ユ

ジ
ー
ラ
ン
ド
ー
豪
州
1
日
本

◇
北
へ
の
道
オ
リ
ム
ピ
ア
ー
ブ
ル
ガ
リ
ア
ー
ル
ー
マ
ニ
ア
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
レ
ト
ア
ニ
ア
ー
ラ
ト
ビ
ア
ー
エ
ス
ト
ニ
ア
ー
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
ー
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
ー
ハ
ム
メ
ル
フ
エ
ス
ト
か
ら
飛
行
機

で
北
陸
道
を
通
り
日
本
へ
着
陸

▽
第
二
案
と
し
て
オ
リ
ム
ピ
ア
ー
ア
ル
バ
ニ
ア
ー
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
チ
エ
ツ
コ
ー
ド
イ
ツ
ー

デ
ン
マ
ー
ク
ー
ス
エ
ー
デ
ン
ー
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
(
ハ
ム
メ
ル
フ
エ

ス
ト
)

以
上
の
計
画
は
ひ
ど
く
奇
想
天
外
な
も
の
だ
が
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
は

「
各
国
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
委
員
会
が
そ
の
気
に
な
つ
て
協
力
す
れ
ば
必

(
3
)

ず
成
功
す
る
」
と
す
ま
し
て
ゐ
る

こ
う
し
た
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
日
本
の
新
聞
は
肯
定
的
に
報
じ
た
。

特
に
こ
の
記
事
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
、
東
京
で
の
オ
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リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催
に
「
従
来
と
変
わ
つ
た
特
殊
の
魅
力
を
感
じ
て
ゐ

る
」
こ
と
も
あ
わ
せ
て
伝
え
て
い
る
。
ア
テ
ネ
か
ら
東
京
へ
の
聖
火

リ
レ
ー
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
聖
火
り
レ
ー
と
同
様
に
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
と
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会
と
の
連
続
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

同
時
に
、
西
洋
と
日
本
と
の
文
化
的
連
続
性
を
示
す
仕
掛
け
、
ア
ジ

ア
の
盟
主
と
し
て
の
日
本
の
国
力
を
対
外
的
に
誇
示
し
そ
れ
に
ょ
っ

て
国
民
意
識
の
統
合
を
図
る
機
会
と
し
て
も
理
解
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
組
織
委
員
会
の
方
針
も
二
転
三
転
し
た
。

禽
〕

ま
ず
一
九
三
六
年
十
月
に
は
、
 
1
0
C
委
員
の
副
島
道
正
が
、
ア
テ

ネ
か
ら
東
京
へ
の
り
レ
ー
計
画
を
ロ
ン
ド
ン
で
発
表
し
た
。
『
東
朝
』

に
ょ
れ
ば
、
そ
の
計
画
で
は
、
聖
火
は
、
一
九
四
0
年
の
紀
元
節
に

ア
テ
ネ
を
出
発
し
、
欧
州
各
都
市
を
通
過
し
た
後
ア
デ
ン
か
ら
イ

ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
上
海
を
経
て
、
門
司
に
輸

送
、
日
向
高
千
穂
峰
に
登
り
建
国
二
六
0
0
年
を
奉
賀
し
、
伊
勢
神

(
器
〕

宮
、
明
治
神
宮
を
経
て
大
会
会
場
に
入
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
前
述
の
国
内
り
レ
ー
計
画
と
国
外
り
レ
ー
計
画
を
組
み
合
わ

せ
た
折
衷
案
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
四
月
に
は
、
ア
テ
ネ

か
ら
の
経
費
・
方
法
等
に
相
当
な
困
難
が
あ
り
、
 
1
0
C
は
ア
テ
ネ

以
外
の
場
所
か
ら
の
聖
火
り
レ
ー
を
認
め
な
い
だ
ろ
う
と
い
っ
た
理

(
6
〕

由
か
ら
、
組
織
委
員
会
は
聖
火
り
レ
ー
の
実
施
自
体
を
断
念
し
た
。

だ
が
、
 
1
0
C
総
会
で
委
員
の
間
か
ら
聖
火
り
レ
ー
の
実
施
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
再
び
一
九
三
八
年
三
月
末
に
は
、
ア
テ

{
怒

ネ
か
ら
東
京
ま
で
の
聖
火
り
レ
ー
の
実
施
を
検
討
す
る
方
向
に
入
っ

包た
。
返
上
前
の
聖
火
り
レ
ー
に
関
す
る
最
後
の
議
論
が
行
わ
れ
た
の

は
、
一
九
三
八
年
六
月
の
組
織
委
員
会
で
、
こ
の
時
に
は
、
ア
テ
ネ

か
ら
シ
リ
ア
、
バ
グ
ダ
ツ
ド
、
テ
ヘ
ラ
ン
、
カ
ブ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、

新
彊
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
北
京
、
新
京
、
朝
鮮
、
門
司
を
経
て
、
東
京

へ
入
る
ル
ー
ト
に
関
し
て
更
な
る
調
査
各
方
面
へ
の
交
渉
を
行
う

{
8
〕

こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
の
神
社
か
ら
り
レ
ー
を
行
う
案
、
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
東
京
ま
で
り
レ
ー
を
行
う
案
、
聖
火
り
レ
ー
を
全
く
行

わ
な
い
案
が
併
存
し
、
議
^
畑
錯
綜
^
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

聖
火
り
レ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
伝
統
と
し
て
は
ま
だ
十
分
に
定
着

し
て
い
な
い
状
況
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
意
義
が
、
中
村
諾
じ
る
よ
う
に
、
国
内
の
結
束
強
化
と
国
力

の
対
外
的
顕
示
の
両
方
に
見
出
さ
れ
て
い
た
状
況
に
お
い
て
は
当
然

で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
。
国
家
創
造
神
話
の
発
祥
地
で
採
火
し
て
東
京

大
会
の
聖
火
り
レ
ー
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
形
式
で
は
べ
ル
リ

ン
大
会
を
模
倣
し
な
が
ら
も
、
意
味
の
面
で
は
、
日
本
の
国
家
的
伝

統
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
案
は
、
地
方
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
、
中
央
の
、
東
京
大
会
を

国
内
の
結
束
強
化
の
事
業
と
し
て
論
す
る
人
々
の
支
持
を
獲
得
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
聖
火
り
レ
ー
は
、

r
1
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
起
源
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
あ
る
こ
と
と
と
も
に
日

本
が
西
洋
文
明
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
日

本
が
ア
ジ
ア
の
盟
主
で
あ
る
こ
と
を
通
過
国
で
喧
伝
す
る
絶
好
の
機

会
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
計
画
に
沿
え
ば
、
対
外
的
な
国

力
の
誇
示
の
み
な
ら
ず
、
国
家
の
優
越
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
し

て
国
民
意
識
の
統
合
も
達
成
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
の
聖
火
り
レ
ー
計
画
は
、
日
本
の
国
家
的
伝
統
を
軸
に

し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
聖
火
り
レ
ー

の
タ
テ
マ
エ
ー
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
の
連
続
性

を
示
す
ー
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
内
り
レ
ー
計
画
と
国
外

リ
レ
ー
計
画
は
、
論
理
的
に
推
し
進
め
た
ら
矛
盾
す
る
は
ず
で
あ
っ

ナ

た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
三
八
年
七
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
は
、
聖
火
り
レ
ー
に
関
す
る
具
体
的
な
正
式
の
方
針
が
決
定
す

る
1
聖
火
り
レ
ー
の
意
味
づ
け
を
め
ぐ
る
論
争
に
決
着
が
つ
く
1
前

に
返
上
さ
れ
た
。
一
九
三
六
年
八
月
以
降
、
約
二
年
問
、
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
聖
火
の
り
レ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
に

交
わ
さ
れ
て
い
た
が
、
大
会
自
体
が
幻
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
返
上
後
の
軍
国
主
義
的
な

色
彩
を
一
層
強
め
た
日
本
社
会
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
や
聖

火
り
レ
ー
を
形
式
的
に
模
倣
し
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
多
く
行
わ

れ
る
よ
、
つ
に
な
る
。
次
章
で
は
、
返
上
後
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
聖
火
リ

レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
み
る
。

一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

返
上
の
風
説
が
国
内
外
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
中
戦
争
を

非
難
す
る
各
国
は
東
京
大
会
開
催
反
対
を
次
々
に
表
明
し
、
国
内
に

お
い
て
も
物
資
・
財
政
面
の
困
難
か
ら
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
一

九
三
八
年
七
月
一
五
日
の
閣
議
で
、
大
会
返
上
が
決
定
し
た
。

東
京
大
会
返
上
は
、
日
本
が
国
際
的
に
孤
立
し
戦
争
へ
と
突
入
し

て
い
く
象
徴
的
出
来
事
と
し
て
現
在
で
は
語
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
、
返
上
に
ょ
っ
て
国
際
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
の
も
つ
理
念
が

真
っ
向
か
ら
否
定
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
大
日
本
体
育
協
会
で

は
、
一
九
三
九
年
一
二
月
の
理
事
会
で
、
紀
元
二
六
0
0
年
事
業
と

し
て
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
に
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
委
員
会

を
設
置
し
、
競
技
施
設
の
研
九
九
、
海
外
宣
伝
、
競
技
技
術
の
研
究
調

(
迎

査
を
行
う
こ
と
を
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
で
、
東
京
大
会
の

代
替
に
な
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
べ
ル
リ
ン
大
会
を
再
現
す
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
記
録
映
画
は
、
一
九

四
0
年
初
頭
に
東
和
商
事
が
輸
入
、
体
育
協
会
が
監
修
し
て
公
開
さ

(
0
)

れ
た
。
「
一
九
四
0
年
オ
リ
ム
ピ
ア
は
ス
ク
リ
ー
ン
で
御
覧
下
さ
い
」

等
の
う
た
い
文
句
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、
「
民
族
の
祭
典
」
は
『
映
画
旬

報
』
の
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
の
一
位
、
「
美
の
祭
典
」
は
五
位
に
入
っ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
と
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣

四
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{
U
〕た

。
大
阪
毎
日
新
聞
社
神
戸
支
局
で
は
、
神
戸
在
住
の
外
国
人
の
子

弟
と
日
本
人
の
子
供
た
ち
の
運
動
会
と
し
て
、
一
九
三
九
年
に
国
際

学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
主
催
し
、
五
輪
旗
の
掲
揚
、
国
旗
を
か
ざ
し

た
選
手
団
の
入
場
行
進
、
表
彰
式
等
を
、
本
物
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

(
2
)

同
じ
よ
う
に
行
っ
た
。
一
九
四
0
年
年
末
か
ら
一
九
四
一
年
の
年
始

に
か
け
て
は
、
大
日
本
体
育
協
会
主
催
愛
知
県
体
育
協
会
・
名
古

屋
体
育
協
会
・
名
古
屋
新
聞
社
後
援
で
、
名
古
屋
の
三
星
百
貨
店
で

美
と
力
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
資
業
展
示
さ

窮
)

れ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
理
念
の
否
定
や
拒
否
で
は
な
く
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

期
待
の
残
淳
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
想
起
さ
せ
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
社
会
的
な
賛
同
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
後
聖
火
り
レ
】
は
、
日
本
の
伝
統
と
し
て

解
釈
さ
れ
、
日
本
の
国
家
の
歴
史
を
表
象
す
る
か
た
ち
で
実
施
さ
れ

た
。
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
聖
火
り
レ
ー
を
形
式
的
に
模
倣
し
た
最
初
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
主
催
文
部
省
・
厚
生
省
後
援

で
、
一
九
三
八
年
三
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
聖
矛
継
走

で
あ
る
。
戦
勝
祈
願
の
た
め
、
六
本
の
矛
を
、
伊
勢
神
宮
か
ら
り
レ
ー

し
、
三
重
の
結
城
神
社
、
愛
知
の
熱
田
神
社
、
静
岡
の
三
島
神
社

神
奈
川
の
鶴
岡
八
幡
宮
、
東
京
の
靖
国
神
社
、
明
治
神
宮
に
奉
納
し

て
い
く
イ
ベ
ン
ト
で
、
明
治
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
最
後
の
矛
は
、
外

苑
競
技
場
で
秩
父
宮
が
出
席
し
て
行
わ
れ
て
い
た
国
民
精
神
作
興
体

育
大
会
の
閉
会
式
の
演
出
に
使
わ
れ
た
。
国
民
精
神
作
興
体
育
大
会

は
、
東
京
大
会
返
上
後
に
精
神
総
動
員
を
企
図
し
て
開
催
さ
れ
た
初

め
て
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
聖
矛
継
走
は
、
こ
の
体
育
大
会
を

神
聖
化
す
る
儀
式
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
。
継
走
は
、
約
一
キ
ロ
を
一

区
問
と
し
、
先
導
二
名
、
矛
を
持
つ
正
選
士
一
名
、
副
選
士
二
名
、

(
"
)

約
三
十
名
の
衛
団
で
進
め
ら
れ
、
一
府
四
県
総
行
程
五
二
0
キ
ロ
に
、

{
'
〕

一
万
五
千
人
が
動
員
さ
れ
た
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
の
出
発
日
に
は
、

{
"
〕

第
二
放
送
で
全
国
に
実
況
中
継
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
競
技
や
競
争
で
は
な
く
、
神
社
に
矛
を
奉
納

す
る
儀
式
で
、
戦
時
下
に
相
応
し
い
日
本
的
な
行
事
と
し
て
創
り
だ

さ
れ
て
い
た
。
矛
は
、
神
事
に
お
い
て
神
を
招
く
た
め
に
も
つ
採
物

の
一
つ
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
の
天
岩
戸
の
神
話
で
は
、
天
鈿
女

(
迎

命
が
持
っ
た
と
い
う
。
聖
矛
継
走
で
は
、
走
る
速
度
が
定
め
ら
れ
て

た
ほ
か
、
聖
矛
の
受
け
渡
し
の
儀
礼
の
際
に
は
集
団
で
一
同
敬
礼

、し後
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
「
ご
苦
労
様
で
し
た
」
の
挨

拶
を
必
ず
か
わ
す
こ
と
、
各
神
社
の
祈
願
は
約
三
十
分
、
一
揖
、
ニ

拝
、
二
拍
手
、
二
拝
、
一
揖
の
参
拝
方
式
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
め

(
梱
)

ら
れ
て
い
た
。
継
走
を
極
度
に
形
式
化
す
る
こ
と
に
特
別
な
意
味
が

見
出
さ
れ
、
矛
の
神
聖
性
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
矛
を
持
っ
て

走
る
選
士
は
、
学
生
の
ほ
か
、
各
地
域
の
中
学
校
長
、
教
育
部
長

(
的
)

体
育
協
会
会
長
や
第
三
師
団
大
佐
等
で
あ
っ
た
。
女
子
高
校
生
も
い

た
が
、
選
士
の
多
く
は
青
年
男
子
で
、
競
走
経
験
者
か
ら
選
ば
れ
た
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と
い
う
。
聖
矛
継
走
は
、
礼
儀
正
し
さ
や
集
団
的
な
規
律
を
重
視
し
、

共
同
体
の
価
値
観
の
強
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
そ
こ
で
重
要
な
役
割

を
担
わ
さ
れ
た
の
は
、
戦
時
下
の
共
同
体
の
価
値
を
体
現
し
た
模
範

金
〕

的
な
「
銃
後
青
年
」
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
。

一
方
で
、
聖
矛
継
走
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
想
起
さ
せ
る
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
っ
た
。
国
民
精
神
作
興
体
育
大
会
の
閉
会
式
に
持
ち
込
ま

れ
た
矛
は
、
金
栗
四
三
(
一
九
三
年
の
日
本
が
初
め
て
参
加
し
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
マ
ラ
ソ
ン
選
手
)
か
ら
、
孫
基
禎
(
一

九
三
六
年
べ
ル
リ
ン
大
会
で
、
マ
ラ
ソ
ン
で
「
日
本
人
」
と
し
て
初

め
て
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
)
へ
と
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
時

の
様
子
に
つ
い
て
、
下
村
海
南
は
、
「
か
つ
て
海
外
の
大
會
に
お
い

、し

て
わ
が
選
手
が
優
勝
し
日
章
旗
が
掲
げ
ら
れ
君
ケ
代
の
奏
せ
ら
る
、

(
5
)

の
と
き
を
想
像
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
聖
矛
継
走
そ
れ
自
体
は
、

神
社
に
矛
を
奉
納
す
る
極
め
て
日
本
的
な
行
事
、
あ
る
い
は
、
無
数

の
人
々
の
集
団
へ
の
献
身
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ

て
い
た
が
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
上
演
さ
れ
た
の
は
、
日
本
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
の
物
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
聖
矛
継
走
の
企
画

に
は
、
厚
生
省
の
注
意
で
神
火
が
戦
勝
祈
願
を
表
徴
す
る
矛
に
変
更

露
〕

さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
夜
問
は
、
先
導
が
松
明
を
掲
げ
、

(
邑

火
を
使
っ
た
幻
想
的
な
光
景
が
展
開
し
て
い
た
。
聖
矛
継
走
の
主
催

者
側
に
は
、
そ
の
モ
デ
ル
を
べ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
に
求
め
る
と
い
う
意
識
が
根
強
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
名

而
〕

古
屋
新
聞
』
も
、
聖
矛
継
走
は
、
「
そ
の
着
想
が
べ
ル
リ
ン
・
オ
リ

ン
ピ
ア
ー
ド
に
お
け
る
ア
テ
、
不
1
ベ
ル
リ
ン
間
聖
火
り
レ
ー
に
由
来

す
る
借
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
陸
連
が
取
り
あ
げ
た
結
果
の
も
の

(
邑

は
極
め
て
日
本
的
の
も
の
に
消
化
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
西
洋
の

形
式
を
用
い
な
が
ら
も
、
日
本
の
国
家
創
造
神
話
、
礼
儀
正
し
さ
や

集
団
的
な
規
律
を
表
象
す
る
こ
と
で
、
聖
矛
継
走
は
、
地
域
の
共
同

体
意
識
を
強
化
し
、
日
本
国
民
の
精
神
を
総
動
員
す
る
た
め
の
理
想

翁
)

的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
各
方
面
の
支
持
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

聖
矛
継
走
以
降
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
戦
後
の
国
民
体
育
大
会

に
つ
な
が
る
神
宮
大
会
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
戦
後
の
ア
ジ
ア
大
会
に
つ
な
が
る
一
九
四
0
年
の
東
亜

競
技
大
会
等
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
で
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
聖
火
を
模
倣

し
た
よ
う
な
演
出
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

命
)

神
宮
大
会
で
は
、
一
九
三
七
年
の
第
九
回
大
会
閉
会
式
で
、
「
正

露
)

面
の
ス
タ
ン
ド
前
に
並
べ
ら
れ
た
篝
火
が
あ
か
あ
か
と
点
火
」
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
、
そ
れ
ほ
ど
篝
火
の
演
出
が
社
会
的

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
大
会
報
告
書

に
は
、
「
従
来
や
り
つ
ぱ
な
し
の
感
あ
り
し
終
了
時
に
、
今
回
は
厳

粛
な
る
閉
会
式
を
挙
行
」
し
た
こ
と
は
、
「
国
民
精
神
作
興
の
現
は

而
)

れ
」
等
の
張
が
み
ら
れ
る
が
、
新
聞
紙
面
で
は
、
こ
の
閉
会
式
の

模
様
は
、
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
に
は
、

、
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ま
だ
そ
れ
を
り
レ
ー
す
る
発
想
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
東
京
大
会
返
上
と
国
民
精
神
作
興
体
育
大
会
の
開
催
を

経
て
、
神
宮
大
会
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
形
式
的
に
模
倣
す

る
か
の
よ
う
な
演
出
は
、
大
掛
か
り
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
厚

生
省
に
移
管
し
た
一
九
三
九
年
の
閉
会
式
で
は
、
長
距
離
走
者
に
ょ

つ
て
明
治
神
宮
の
神
火
が
ス
タ
ジ
ア
ム
に
運
び
い
れ
ら
れ
、
三
百
も

(
印
〕

の
松
明
が
点
火
さ
れ
た
。
新
聞
も
そ
れ
を
中
心
に
報
道
し
て
い
て
、

(
田
〕

『
東
朝
』
は
、
「
戦
ひ
の
あ
と
に
聖
火
燦
」
、
璽
冗
』
は
、
「
聖
火
は

(
些

映
す
尊
き
御
姿
」
と
い
う
見
出
し
で
、
両
紙
と
も
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に

火
が
燃
え
る
閉
会
式
風
景
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
九
四
0
年

の
大
会
で
も
、
閉
会
式
で
同
様
の
演
出
お
よ
び
報
道
が
み
ら
れ
た
ほ

巡

開
会
式
に
あ
わ
せ
て
二
十
日
間
に
わ
た
る
奉
祝
継
走
が
行
わ
れ

、
た
。
青
森
、
樺
太
、
秋
田
、
茨
域
福
井
、
新
潟
、
鹿
児
島
、
沖
縄

宮
崎
、
長
崎
、
徳
島
、
高
知
、
愛
知
、
島
根
、
和
歌
山
、
台
湾
、
朝

鮮
(
釜
山
)
、
関
東
州
(
大
連
)
を
出
発
点
と
し
、
各
道
府
県
民
を

代
表
し
て
道
長
官
、
府
県
知
事
の
書
い
た
奉
祝
文
が
大
会
会
場
へ
と

(
邑

運
ば
れ
、
沿
道
市
区
町
村
民
も
こ
れ
に
参
加
し
た
と
い
う
。

聖
火
り
レ
ー
を
形
式
的
に
模
倣
し
た
演
出
は
、
国
際
競
技
大
会
で

も
採
用
さ
れ
た
。
淵
新
京
で
開
催
さ
れ
た
日
満
華
交
歓
競
技
大
会

(
一
九
三
九
年
八
月
三
一
日
,
九
月
一
日
)
で
は
、
明
治
神
宮
の
燈

具
に
ょ
っ
て
新
京
神
社
で
火
が
起
こ
さ
れ
、
そ
の
火
と
、
前
年
満
州

各
地
の
霊
廟
か
ら
り
レ
ー
で
集
め
ら
れ
新
京
神
社
で
燃
え
続
け
て
い

た
火
と
が
合
わ
せ
ら
れ
て
、
開
会
式
に
聖
火
と
し
て
登
場
、
大
会
期

間
中
燃
や
さ
れ
続
け
た
。
日
満
華
交
歓
競
技
大
会
で
は
、
日
本
選
手

団
の
出
発
前
に
、
皇
居
遥
托
国
歌
斉
唱
、
秩
父
宮
殿
下
御
下
賜
の

大
日
章
旗
を
捧
持
し
て
の
結
団
官
言
等
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
と
同

様
に
行
わ
れ
て
お
り
、
体
育
関
係
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
認

(
6
)

染
大
会
運
営
に
も
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

九
四
0
年
六
月
に
は
、
日
本
、
満
州
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ハ
ワ

イ
が
参
加
し
て
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
紀
元
二
六
0
0
年
奉
祝
東
亜

競
技
大
会
が
東
京
と
大
阪
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
に
も
閉
会
式
の

〔
6
〕

演
出
に
火
が
使
わ
れ
、
そ
の
模
様
は
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
た
。

聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
新
聞
社
の
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
朝
日
新
聞
九
州
支
社
と
日
本
観

光
連
盟
九
州
支
社
の
主
催
で
行
わ
れ
た
九
州
御
神
火
継
走
は
、
青
年

に
集
団
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
走
る
こ
と
を
要
求
し
、
各
地
の
神
社

で
戦
勝
祈
願
を
行
う
と
い
う
、
聖
矛
継
走
と
よ
く
似
た
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
二
見
三
日
に
高
千
穂
峰
山
頂
で
国
威
宣
揚
、

武
運
長
久
、
敵
国
降
伏
の
大
祈
願
祭
を
実
施
し
、
御
神
火
は
、
一
四

日
間
か
け
て
各
地
の
官
国
幣
神
社
に
参
拝
し
な
が
ら
九
州
を
一
周
し

た
。
九
州
一
周
を
駆
け
巡
っ
た
神
火
は
、
最
終
日
に
霧
島
神
宮
に
奉

〔
邑

納
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
他
に
も
名
古
屋
新
聞
社
が
一

九
四
0
年
五
月
に
奉
仕
事
業
と
し
て
行
っ
た
祭
器
窯
入
れ
の
古
儀
に

屈
〕

際
し
た
熱
田
神
宮
の
神
火
の
り
レ
ー
が
あ
る
。
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ま
た
、
体
育
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
が
、
一
九
三
九
年
春
の
ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
万
博
へ
は
、
ミ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
月
本
映
子
に
ょ
っ
て
、
出

雲
大
社
の
聖
火
が
日
米
親
善
の
火
と
し
て
運
ぱ
れ
た
。
璽
冗
』
で

は
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
博
覧
会
協
会
東
京
事
務
局
長
藤
田
国
之
助
が
、

そ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

わ
が
国
神
代
か
ら
の
聖
火
が
、
こ
の
や
う
に
現
代
に
ま
で
そ
の

ま
、
の
発
火
様
式
を
残
し
て
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
神
国

日
本
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
重
大
時
局
に
、

日
本
の
真
の
姿
を
世
界
各
国
に
は
つ
き
り
と
認
識
さ
せ
る
重
要
な

役
割
を
も
つ
国
際
親
善
使
節
の
手
に
、
こ
の
聖
火
が
握
ら
れ
、
は

じ
め
て
海
を
渡
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
今
回
の
意
義
が
あ
る
の
で
、

単
に
物
珍
ら
し
い
宣
伝
手
段
の
た
め
や
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
模
倣
程

度
に
考
へ
て
騒
ぎ
た
て
る
こ
と
は
跨
踏
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

だ
と
思
ひ
ま
す
。
海
を
越
え
、
地
球
を
廻
つ
て
行
く
聖
火
、
こ
れ

は
わ
が
神
国
日
本
が
世
界
に
し
め
す
八
紘
工
于
の
精
神
を
象
徴
し

{
冊
)

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

変
わ
ら
な
い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
が
国
外
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
の
火
が
用
い
ら
れ
た
は
ず
で

あ
り
、
国
内
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
国
内
で
採
火
さ
れ

た
火
が
海
外
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
万
博
へ
の
出
雲

大
社
の
聖
火
の
派
遣
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
枠
組
み
で
は
で
き

な
か
っ
た
次
元
で
対
外
宣
伝
を
試
み
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
も

で
き
よ
、
つ
。
た
だ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
^
に
向
け
た
国
威
の
^
揚

元
)

と
い
う
よ
り
は
、
出
雲
大
社
の
聖
火
が
「
日
米
親
善
の
焔
」
と
名
付

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
当
時
の
日
米
関
係
の
緊
張

緩
和
を
目
的
と
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
思
惑
通
り
に
進
行
し
た
。
三

ユ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
も
、
出
雲
大
社
は
日
本
最
古
で
縁
結
び

の
神
様
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
一
万
一
千
マ
イ
ル
も
の
距
離
を
ミ
ス

日
本
に
ょ
っ
て
運
ぱ
れ
て
き
た
出
雲
大
社
の
聖
火
は
日
米
両
国
の
平

和
と
友
好
の
歴
史
が
千
五
百
年
間
燃
え
て
い
る
出
雲
大
社
の
火
の
よ

う
に
輝
か
し
く
永
遠
に
続
く
よ
う
に
と
い
う
日
本
国
民
の
気
持
ち
の

介
)

象
徴
で
あ
る
と
報
道
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
、
つ
に
、
四
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
返

上
以
降
、
聖
火
り
レ
ー
を
模
倣
す
る
か
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
一
種

の
流
行
と
な
っ
た
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
は
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
が

日
本
の
伝
統
に
由
来
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
発
想
の

契
機
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
で
あ
る
と
い
う
意
識
も
見
え

隠
れ
し
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
聖

藤
田
は
、
今
回
の
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
へ
の
聖
火
の
派
遣
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
表
明

さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
家
の
伝
統
や
精
神
を
世
界
に
誇
示
す
る
と
い

う
考
え
で
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
政
治
的
意
義
と
何
ら
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火
り
レ
ー
の
形
式
に
日
本
の
国
家
創
造
神
話
や
共
同
体
の
集
団
意
識

を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
聖
火
り
レ
ー
の
模
倣
イ
ベ
ン
ト
を

日
本
の
伝
統
と
し
て
意
味
づ
け
た
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
聖
火
り
レ
ー

の
形
式
的
な
模
倣
は
、
日
本
と
西
洋
と
の
文
化
的
な
連
続
性
と
日
本

の
国
家
的
伝
統
の
両
方
を
体
現
し
て
い
た
と
い
ぇ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
民
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
様
々
な
立

場
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
を
待
ち
望
む
気
持
ち
を
戦
時

下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
沿
う
か
た
ち
で
吸
収
し
、
工
疋
程
度
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

五
結
論
一
戦
後
の
聖
火
り
レ
ー
の
前
史
と
し
て
の
戦
前
の

聖
火
り
レ
ー

聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
は
、
一
九
四
一
年
頃
を
境
に
行
わ
れ

(
π
)

な
く
な
っ
た
が
、
戦
後
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
で
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
た
。

国
民
体
育
大
会
で
は
、
一
九
四
七
年
の
第
二
回
大
会
か
ら
聖
火
が
大

会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
九
四
八
年
か
ら
大
会

(
乃
〕

旗
り
レ
ー
が
、
一
九
五
七
年
か
ら
炬
火
り
レ
ー
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
実
現
へ
の
試
金
石
と
も
な
っ
て
い
た
一

九
五
八
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
は
、
大
会
史
上
初
め
て
聖
火
り
レ
ー
が

行
わ
れ
、
前
回
大
会
の
マ
ニ
ラ
の
会
場
で
太
陽
光
か
ら
採
火
し
た
聖

元
〕

火
が
、
沖
縄
経
由
で
鹿
児
島
か
ら
東
京
ま
で
り
レ
ー
さ
れ
た
。

な
ぜ
日
本
で
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
開
催
さ
れ
る
前
に
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
を
模
倣
す
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
の
答
え
は
、
本
稿
で

み
て
き
た
よ
う
に
、
四
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
幻
と
な
っ
た
直

後
の
時
期
に
聖
火
り
レ
ー
が
日
本
の
伝
統
で
あ
る
か
の
よ
う
に
意
味

づ
け
ら
れ
定
着
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
老
え
ら
れ

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
後
、
聖
火
は
西
洋
的
で
あ
る
と
い
う

認
譜
基
づ
い
て
、
別
の
神
聖
な
も
の
1
聖
矛
や
神
火
1
に
持
ち
替

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
は
、
何
か
神
聖
な
も
の
を

リ
レ
ー
す
る
と
い
う
一
九
三
六
年
べ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
か
ら

始
ま
っ
た
明
ら
か
に
西
洋
的
な
起
源
を
も
つ
形
式
を
、
火
や
矛
と
い

つ
た
シ
ン
ポ
ル
の
神
聖
性
を
沿
道
に
流
布
し
、
地
域
共
同
体
の
意
識

を
統
合
す
る
上
で
意
義
の
あ
る
も
の
、
日
本
古
来
の
駅
伝
と
類
似
し

た
も
の
と
し
て
解
釈
し
、
戦
時
体
制
と
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
取

り
入
れ
て
い
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
に

お
い
て
み
ら
れ
た
観
客
を
動
員
す
る
公
的
祝
祭
と
い
う
側
面
は
、
日

本
に
お
け
る
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ
ベ
ン
ト
で
も
み
ら
れ
た
。

人
々
は
、
各
地
の
沿
道
に
登
場
し
た
神
火
や
聖
矛
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に

灯
さ
れ
た
炬
火
を
、
日
本
の
国
家
的
伝
統
を
表
象
す
る
神
聖
な
も
の

と
し
て
観
て
、
か
つ
楽
し
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
大
会
の

準
備
段
階
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
か
ら
始
ま
っ
た
聖
火
り
レ
ー
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
伝
統
と
し
て
十
分
に
定
着
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

つ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
を
日
本
の
国
家
的
伝
統
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を
示
す
も
の
と
す
る
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
を
示
す
も
の
と
す

る
か
も
、
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
大
会
返
上
後
べ

ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
に
あ
っ
た
「
聖
火
」
「
リ

レ
ー
」
「
ハ
ム
的
祝
祭
」
の
各
要
素
が
、
当
時
の
日
本
の
社
会
状
況
に

応
じ
て
読
み
か
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
一
九
四
0
年
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
か

ら
東
京
へ
の
聖
火
り
レ
ー
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
起
源
が
古
代
ギ
リ
シ

ヤ
に
あ
る
こ
と
、
東
京
や
日
本
が
西
洋
と
肩
を
並
べ
る
文
化
を
も
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
聖
火
り
レ
】
ー
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六

四
年
で
あ
っ
た
。
六
四
年
東
一
示
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
と
四

0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
返
上
後
の
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ

ベ
ン
ト
と
の
違
い
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
戦
時
下
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
聞
紙
面
で
も
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
し
て

も
多
く
は
口
ー
カ
ル
な
ニ
ユ
ー
ス
と
し
て
で
あ
っ
た
。
例
え
ぱ
、
御

神
火
九
州
継
走
は
、
朝
日
新
聞
九
州
支
社
の
主
催
事
業
で
、
写
真
帳

か
ら
は
、
各
地
で
神
火
が
大
勢
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

元
)

伺
え
る
。
ま
た
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
地
方
面
(
北
九
州
版
、
福

岡
版
、
長
崎
版
、
佐
賀
版
大
分
版
熊
本
版
、
鹿
児
島
沖
縄
版
)

は
、
歓
迎
準
備
か
ら
地
元
の
神
社
で
の
儀
式
の
様
子
ま
で
、
御
神
火

元
)

継
走
関
連
の
ニ
ユ
ー
ス
を
大
き
く
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
東
朝
』

分
〕

で
は
、
一
,
五
段
程
度
の
記
事
で
、
写
真
の
掲
載
も
小
ノ
な
い
。
御
神

火
九
州
継
走
は
、
九
州
以
外
に
住
み
、
朝
日
新
聞
以
外
の
新
聞
を
購

読
す
る
人
々
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
ギ
リ
シ
ャ
で
採
火
さ
れ
三
力
国
を
通
過
し
た
東
京
オ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
と
比
べ
る
と
、
戦
前
日
本
の
「
聖
火
」
(
多
く

リの
場
合
は
神
社
の
火
)
の
対
外
宣
伝
効
果
は
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
万
博

に
出
展
さ
れ
た
出
雲
大
社
の
聖
火
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

国
際
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
機
会
が
失
わ
れ
た
状
況
に
お
い
て
、
聖
火
リ

レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
国
内
で
完
結
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
国
内
で
完
結
し
て
い
た
戦
前
期
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
聖
火

リ
レ
ー
が
日
本
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

六
四
年
大
会
で
は
、
こ
う
し
た
意
味
づ
け
は
、
表
面
で
は
影
を
ひ
そ

め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
介
在
の
弱
さ
と
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
規
模
の
小
さ
さ

に
起
因
し
て
、
第
三
に
、
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ
ベ
ン
ト
に

対
す
る
人
々
の
反
応
に
は
、
地
域
問
で
温
度
差
が
あ
っ
た
と
推
察
で

き
る
。
聖
矛
継
走
に
つ
い
て
、
『
体
育
日
本
』
に
は
、
宇
治
山
田
か

ら
東
京
ま
で
の
沿
道
各
地
が
継
走
を
熱
狂
的
に
歓
迎
し
て
い
た
の
に

発
〕

対
し
て
、
東
京
の
人
々
が
冷
淡
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
戦
時
下
の
聖
火

リ
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
の
多
く
は
、
国
内
や
地
域
社
会
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
を
大
々
的
に
報
道
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
国
民
精
神
総
動
員
と
い

、
つ
意
図
が
あ
っ
た
と
は
い
ぇ
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
組
み
込
ま
れ
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な
か
っ
た
層
が
地
域
に
ょ
っ
て
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
あ
り
な
が
ら
も
、
六
四
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
の
日
本
各
地
で
の
受
{
谷
の
あ
り
方
の
基
層

に
、
戦
時
下
の
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
と

老
え
ら
れ
る
。
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
り
レ
ー
が
ど

の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
報
道
さ
れ
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
戦
時
下
の
聖
火
り
レ
ー
の
形
式
的
模
倣

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
神
社
と
の
結
び
つ
き
、
集
団
へ
の
献
身
的
態

度
の
称
揚
、
礼
儀
正
し
さ
や
規
律
の
重
視
が
み
ら
れ
た
と
い
う
点
を

踏
ま
え
た
上
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
<
主
体
の
聖
火
リ

レ
ー
の
歴
史
を
参
照
し
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

主
一
宅
口(

1
)
日
本
放
送
協
会
放
送
世
論
調
査
所
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
』
(
日
本
放

送
協
会
放
送
世
需
査
所
、
一
九
六
七
年
)

(
3
 
有
山
輝
雄
「
戦
時
体
制
と
国
民
化
」
『
年
報
・
日
本
現
代
史
』
第
七
号

(
二
0
0
 
一
年
)
、
一
 
1
三
六
頁
。

(
3
)
マ
カ
ル
ー
ン
、
ジ
ョ
ン
・
 
J
/
光
延
明
洋
訳
「
近
代
社
会
に
お
け
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
理
論
」
『
世
界
を
映
す
鏡
』
(
平
凡

社
、
一
九
八
八
年
)
所
収
、
三
八
七
1
四
四
二
頁
、
四
0
六
頁
。

(
4
)
マ
カ
ル
ー
ン
、
ジ
ョ
ン
・
 
J
/
柴
田
元
幸
・
一
官
原
克
也
訳
『
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
近
代
』
(
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
)

(
5
)
司
一
ミ
=
四
〕
.
則
.
N
則
ゆ
一
一
ゆ
、
ズ
.
則
.
ゆ
9
 
、
譜
Q
§
ミ
.
爲
郡
＼
§
ミ
゛
、
,

異
◇
§
、
跨
ミ
0
ミ
注
ミ
.
(
9
§
乏
8
住
勺
『
Φ
豊
 
N
昼
)

(
6
)
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
、
 
E
"
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
 
T
/
前
川
啓
治
n
梶
原
景
昭

他
訳
「
創
ら
れ
た
伝
統
』
(
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
二
年
)

(
7
)
く
習
刈
o
m
m
ゆ
ヨ
.
 
n
.
ゆ
巨
.
"
↓
ミ
之
N
.
憙
 
8
§
.
ミ
ミ
ミ
§

賭
山
伽
§
ミ
~
え
§
ミ
.
ン
ヨ
m
§
ル
貫
〕
.
=
.
ご
ゆ
如
仁
仂
建
,
ヤ
ゆ
念

今
昔
一
＼
＼
乏
乏
名
.
N
N
辻
N
.
又
如
＼
血
0
片
＼
0
庄
含
N
牙
g
0
牙
＼
一
器
＼
]
中
N
伽

且
{
)

(
8
)
日
本
体
育
協
会
編
『
第
九
回
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
報
告
書
』

(
大
日
本
体
育
協
会
、
一
九
三
0
年
)
、
一
七
頁
。

(
9
)
『
東
日
』
一
九
二
八
年
七
月
二
九
日
朝
刊

(
W
)
『
東
朝
』
一
九
三
二
年
七
月
八
日
朝
刊

(
Ⅱ
)
大
林
太
良
「
太
陽
と
火
」
谷
川
健
一
ほ
か
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
第

二
巻
』
(
小
学
館
、
一
九
八
三
年
)
五
一
 
1
三
四
頁
。

(
犹
)
 
0
晶
N
ヨ
旦
冨
穿
0
ヨ
一
§
司
氏
ご
一
ゆ
 
X
-
.
 
0
乏
ヨ
又
N
住
ゆ
如
曾
一
冒
]
中
器

圃
.
ぐ
.
、
禅
曳
χ
N
.
ゞ
 
0
§
、
N
.
へ
令
袋
§
吻
異
§
~
器
の
§
艶
.
ミ
発
、
,

、
ミ
.
ぐ
0
一
仁
ヨ
ゆ
一
.
書
=
Φ
一
ヨ
丈
ヨ
又
二
 
9
§
一
＼
＼
乏
乏
名
.
昼
N
.
又
如
＼

の
0
片
＼
0
庄
含
N
牙
g
0
冴
＼
一
中
器
＼
一
器
の
ぐ
一
豊
ヨ
.
又
{
)

(
玲
)
号
住
.

(
N
)
ハ
ー
ト
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
、
 
D
/
岸
本
完
司
訳
『
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
聖
火
』

(
東
京
書
籍
、
一
九
八
八
年
)

(
亜
モ
ッ
セ
、
ゲ
オ
ル
ゲ
・
 
L
/
佐
藤
卓
巳
・
佐
藤
八
寿
子
訳
『
大
衆
の

国
民
化
』
(
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
)

(
M
)
前
掲
『
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
聖
火
』
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(
Ⅱ
)
中
村
哲
夫
「
ナ
チ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
」
『
三
重
大
学
教
育
学

部
研
究
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
』
第
四
五
号
(
一
九
九
四
年
)
、
一

一
一
 
1
 
三
四
頁
0

(
那
)
『
東
日
』
一
九
三
六
年
八
月
一
日
朝
刊

(
W
)
中
村
哲
夫
「
第
三
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
研
究
序
説
(
一
)
」

=
董
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
』
第
三
六
号
(
一

九
八
五
年
)
、
-
 
0
-
1
三
二
頁
。
池
井
優
「
一
九
四
0
年
『
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
」
入
江
昭
n
有
賀
貞
編
『
戦
間
期
の
日
本
外
交
』
(
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
)
所
収
、
三
一
 
1
二
三
七
頁
。

(
即
)
一
九
三
六
年
六
月
に
は
同
盟
通
信
社
が
本
格
的
業
務
を
開
始
し
、
同

年
七
月
に
は
内
閣
情
報
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
内
閣
情
報
委
員
会

は
、
軍
部
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
ょ
っ
て
一
九
三
七
年
三
月
に
内

閣
情
報
部
に
強
力
改
組
さ
れ
た
[
内
川
芳
美
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
法

政
策
史
研
究
』
(
右
斐
閣
、
一
九
八
九
年
)
]
。

(
幻
)
「
紀
元
二
千
六
百
年
に
関
す
る
宣
伝
方
策
大
綱
」
(
一
九
三
七
年
二
月

八
日
)
亘
畑
統
制
文
献
資
料
集
成
第
二
0
巻
』
(
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
二
年
)
、
五
八
頁
。

(
訟
)
古
川
隆
久
『
皇
紀
・
万
博
・
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九

九
八
年
)

(
器
)
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
昭
和
三
年
版
』
(
大
空
社
、
一
九

八
九
年
)
、
三
八
頁
。

(
弓
『
東
朝
』
一
九
三
六
年
八
月
三
一
百
朝
刊

(
肪
)
『
東
朝
』
一
九
三
六
年
八
月
二
日
夕
刊

(
部
)
『
東
朝
』
一
九
三
六
年
八
月
五
日
朝
刊

(
舒
)
前
掲
「
第
三
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
研
究
序
説
(
三

(
器
)
永
井
松
三
編
『
報
告
書
』
(
第
三
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織

委
員
会
、
一
九
三
九
年
)
で
は
阿
蘇
山
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
正

し
く
は
高
千
穂
峰
と
考
え
ら
れ
る
。

(
怨
『
東
朝
』
一
九
三
六
年
九
月
一
七
日
朝
刊

(
四
同
右
。

(
迅
璽
冗
』
一
九
三
六
年
九
月
二
二
日
朝
刊
、
『
東
朝
』
一
九
三
七
年
三

月
一
七
日
朝
刊
、
四
月
一
四
日
朝
刊
、
前
掲
『
報
告
書
』

(
噐
)
ヌ
堅
冗
』
一
九
三
六
年
九
月
三
百
朝
刊

(
鐙
同
右
。

(
髞
)
中
村
全
剛
掲
「
ナ
チ
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
」
)
に
ょ
れ
ぱ
、
副

島
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
挙
国
一
致
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
営
に
批
判

的
で
、
一
九
四
0
年
東
京
大
会
決
定
直
後
の
時
期
に
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
大
日
本
体
育
協
会
、
王
導
の
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し

て
開
催
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

西
『
東
朝
』
一
九
三
六
年
十
月
二
日
夕
刊

(
託
)
前
掲
『
報
告
書
』
。
た
だ
し
『
東
朝
』
(
一
九
三
七
年
四
月
一
三
日
朝

刊
)
は
、
聖
火
り
レ
ー
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
聖
火
り
レ
ー

を
断
念
し
た
と
報
じ
て
い
る
。

(
翅
前
掲
『
報
告
書
』
、
『
東
朝
』
お
よ
ぴ
禦
堅
冗
』
一
九
三
八
年
三
月
二

九
日
朝
刊

(
認
)
前
掲
『
報
告
書
』

西
『
体
育
日
本
』
第
一
八
巻
第
二
号
(
一
九
四
0
年
二
月
)
、
九
0
頁
。

(
如
)
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
七
一
四
号
(
一
九
四
0
年
五
月
)
、
九
頁
。
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司

(
包
『
東
和
映
画
の
歩
み
』
(
東
和
映
画
、
一
九
五
五
年
)

(
芭
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
五
月
二
六
日
夕
刊
、
二
七
日
朝
刊
、

ニ
ハ
日
朝
夕
刊

(
心
)
『
名
古
屋
新
聞
』
(
以
下
、
『
名
古
屋
』
)
一
九
四
0
年
三
月
二
八
日

朝
刊
、
一
九
四
一
年
一
月
九
日
朝
刊

(
"
)
『
露
』
一
九
三
八
年
一
 
0
月
二
二
日
朝
刊

(
妬
)
『
名
古
屋
』
一
九
三
八
年
三
月
五
日
夕
刊

(
妬
)
同
右
。

(
迎
神
田
よ
り
子
「
採
物
」
福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
俗
大
辞
典
(
下
)
』

全
口
川
弘
文
館
、
二
0
0
0
年
)
、
二
三
六
頁
。

(
弩
璽
冗
』
一
九
三
八
年
一
0
月
三
百
朝
刊

(
四
)
『
名
古
屋
』
一
九
三
八
年
三
月
五
日
朝
刊

而
)
『
東
朝
』
一
九
三
八
年
九
月
六
日
朝
刊
、
内
閣
情
報
部
編
『
写
真
週
報
』

第
四
0
号
(
一
九
三
八
年
、
一
一
月
一
六
日
)

金
)
『
名
古
屋
』
一
九
三
八
年
三
月
五
日
夕
刊

(
記
)
『
体
育
日
本
』
第
一
六
巻
第
ご
一
号
(
一
九
三
八
年
三
月
)
、
八
頁
。

露
)
『
東
朝
』
一
九
三
八
年
九
月
六
日
朝
刊

(
邑
璽
冗
』
一
九
三
八
年
一
 
0
月
二
二
日
朝
刊
ほ
か
。

(
匝
『
名
古
屋
』
一
九
三
八
年
三
月
八
日
朝
刊

(
弱
)
例
え
ば
、
『
東
日
』
(
一
九
三
八
年
三
月
八
日
朝
刊
)
は
、
「
戦
勝
祈

願
聖
矛
継
走
は
終
始
『
走
る
』
こ
と
の
意
識
を
沿
道
に
宣
揚
す
る
と

共
に
、
敬
神
愛
国
の
念
を
鼓
吹
す
る
こ
と
に
多
大
の
効
果
を
奏
し
た

(
中
略
)
こ
の
成
功
を
基
礎
と
し
て
二
千
六
百
年
祝
典
に
は
日
向
か
ら

橿
原
へ
、
東
京
へ
の
コ
ー
ス
を
選
び
『
走
る
』
も
の
、
総
動
員
を
企

画
化
す
べ
き
で
あ
る
」
と
評
価
し
た
。

(
"
)
明
治
神
宮
大
会
は
、
一
九
二
四
年
に
始
ま
っ
た
体
育
イ
ベ
ン
ト
で
、

一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
は
毎
年
開
催
、
一
九
二
七
年
か

ら
一
九
三
九
年
ま
で
は
隔
年
開
催
、
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
三
年

ま
で
は
毎
年
開
催
さ
れ
た
。

(
認
)
『
第
九
回
明
治
神
宮
国
民
体
育
大
会
報
告
書
』
(
厚
生
省
)
一
六
頁
。

弱
)
同
右
。

(
四
『
第
十
回
明
治
神
宮
国
民
体
育
大
会
報
告
書
』
(
厚
生
省
)

(
釘
)
『
東
朝
』
一
九
三
九
年
工
月
四
日
朝
刊

(
四
璽
冗
』
一
九
三
九
年
三
月
四
日
朝
刊

(
儒
)
『
東
朝
』
お
よ
び
『
読
き
一
九
四
0
年
三
月
四
日
朝
刊

(
融
)
『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
第
十
一
回
明
治
神
宮
国
民
体
育
大
会
報
告
書
』

(
厚
生
省
)

(
処
松
澤
一
鶴
「
日
満
華
交
歓
競
技
会
報
告
く
ろ
が
ね
道
中
双
六
」
『
体
育

日
本
』
第
一
七
巻
第
十
号
(
一
九
三
九
年
十
月
)
、
五
1
九
頁
。

屈
)
『
東
朝
』
お
よ
び
璽
冗
』
一
九
四
0
年
六
月
一
 
0
日
朝
刊

(
町
)
『
ア
サ
ヒ
・
ス
ポ
ー
ツ
』
第
一
七
巻
第
五
、
六
号
(
一
九
三
九
年
三
月
)

(
朋
)
『
名
古
屋
』
一
九
四
0
年
五
月
二
九
日
朝
刊
、
三
0
日
夕
刊

(
四
『
誌
堅
冗
』
一
九
三
九
年
五
月
四
日
朝
刊

元
)
内
閣
情
報
部
編
『
写
真
週
報
』
第
六
六
号
(
一
九
三
九
年
五
月
二
四

日
)

(
n
)
之
選
岑
漣
↓
§
器
.
]
中
器
.
〕
d
Z
同
.
 
N
 
W

(
π
)
『
第
十
二
回
明
治
神
宮
国
民
体
育
大
会
報
告
書
』
(
厚
生
省
)
に
は
、

十
二
回
大
会
で
は
、
「
従
来
と
も
す
れ
ぱ
一
部
で
外
国
の
模
倣
で
あ
る

〒
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と
言
は
れ
て
ゐ
た
華
麗
な
閉
会
式
を
日
本
化
す
る
為
に
、
前
年
大
会

に
は
日
没
後
『
光
』
を
利
用
し
て
絢
烱
た
る
も
の
で
あ
つ
た
が
研
究

の
成
果
『
光
』
を
用
ひ
さ
る
こ
と
と
し
、
日
没
時
の
壮
厳
さ
の
裡
に

閉
会
式
を
終
る
こ
と
」
に
し
た
と
あ
る
。

西
日
本
体
育
協
会
監
修
『
国
民
体
育
大
会
の
歩
み
』
(
都
道
府
県
体
育
教

育
連
絡
協
議
会
、
一
九
七
九
年
)

(
叫
)
『
第
三
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
報
告
書
』
(
第
三
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
組

織
員
会
、
一
九
五
九
年
)

元
)
『
御
神
火
九
州
継
走
大
会
記
念
写
真
帖
』
(
大
阪
朝
日
新
聞
九
州
支
社
、

一
九
三
九
年
)
朝
日
新
聞
大
阪
社
史
編
修
セ
ン
タ
ー
所
蔵

元
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
二
月
霜
刷
版
お
よ
び
地
方
版
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)

(
π
)
『
東
朝
』
一
九
三
九
年
二
月
一
一
日
1
二
五
日

(
袷
)
川
崎
秀
二
「
聖
矛
継
走
五
百
粁
の
感
激
」
『
体
育
日
本
』
第
一
六
巻
第

三
号
(
一
九
三
八
年
三
月
)
、
ニ
ハ
ー
三
三
頁
。

本
研
究
で
は
、
朝
日
新
聞
大
阪
社
史
編
修
セ
ン
タ
ー
並
び
に
日
本
体
育
協

会
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
た
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し

て
、
感
謝
す
る
。
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